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THE ROTARY CLUB OF CHOSHI 

創 立 昭和32年３月２３日 

RI承認 昭和32年４月１５日 

会 長 大 里 忠 弘 

副会長 宮 内  榮 

幹 事 金 島  弘 

会 計 金 子 芳 則 

例会日時 毎週水曜 12:30～ 

例会場  銚子商工会館５F大会議室 

事務所  銚子市三軒町19-4 

     銚子商工会館内 

電 話  0479-25-3111(会館) 

     0479-23-0750(専用) 

ファクス 0479-25-8789 

e-mail  rotary@choshinet.or.jp 
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    奉仕を通じて平和を  
     Peace Through Service  

 2012〜2013 ＲＩ会長 田 中 作 次  

 

国際ロータリー第2790地区 

銚子ロータリークラブ会報 

第２７９０地区 

ガバナー 得 居  仁 (松戸東ＲＣ)  
会報委員 

大岩將道、坂本尚史、越川信一 

今週のプログラム 

 

  『 ライラに参加して 』 

          松 本 恭 一 会員  

               宮 内 陸 海 様   

               上 野   翼 様 
         
 

 前回の例会報告（３月６日） 

 

点鐘：大 里 忠 弘 会長 

国歌斉唱、ロータリーソング：奉仕の理想 

 

 会 長 挨 拶  

 

 1日より今年度のRYLAが鴨川青年の家にて行わ

れました。当クラブより２名が参加し、松本会員

が地区の委員として運営、引率、を行っています。

歩行ラリーを中心としたプログラムであったよ

うですが、参加者がリーダーシップを養うことが

でき、成長した彼らの話を聞きたいものです。松

本会員ご苦労様でした。 

 ２日土曜日は、千葉において米山奨学生奨学金

終了式及び歓送会が行われ、奨学生の金さん、カ

ウンセラーの宮内龍雄会員が出席しています。金

さんは来年度も引き続き奨学生ですので皆さん

よろしくお願いいたします。 

 また昨日は大多喜ロータリークラブ50周年記

念例会が開催され、金島幹事と私で行ってまいり

ました。得意ガバナー、大多喜町長はじめパスト

ガバナー、県内から70数名の会員が出席されてお

りました。大多喜クラブは現在、会員8名と少人

数でありますが、会長は創立50周年を向かえこの

会員数となってしまったが、これまでの反省をふ

まえ可能な限り地域社会と連携し、地域に優先的

な奉仕活動を行い地域に根座す地域に必要とさ

れるロータリークラブを目指したい、そのために

も今日ここにお集まりの皆さんロータリーの友 

米山功労者授与 
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人のご指導ご協力をよろしくお願いします、と力

強く挨拶されておりました。また得居ガバナーよ

り、ガバナー訪問の際、継続か一区切りつけるか

の話が出るかと心配していたが、ロータリーへの

思いも強く、よくまとまってもいる。とりあえず

地域への社会奉仕に専念し地域に認知してもら

うよう努力する、と聞き安心したと仰られていま

した。 

 現在は、少人数ではあっても半世紀の歴史ある

クラブです。今できることをしっかり行い存在感

を示し会員増強に努めていただきたいものです。

大多喜クラブのご健闘をご祈念いたします。 

 
 
 会 長 報 告   第９回理事会報告 
 

第１号議案 ３月４月５月プログラムの件 

   ････原案承認 

第２号議案 ロータリーソング板購入の件 

       ････原案承認、銚子東ＲＣと折半 

第３号議案 月桂樹引き取りの件   

   ････猿田会員の敷地へ移動する。看板はお任 

     せする。地区大会記念石碑のみ文化会館 

     へ設置する 

第４号議案 親睦旅行の件 ････４月２１日（日） 

参加費：小学生以下5,000円、市役所出発 

６時50分。昼食：食べ放題（ソフトドリ 

ンクバー付き） 

第５号議案 国際奉仕の件 

   ････３月19日〜21日フィリピンダバオ南ＲＣ 

     へ視察。高橋会員、金島幹事、宮内（龍） 

     会員、宮内（秀）会員 

第６号議案 新入会員（4月3日入会神宮寺氏）カウ

ンセラーの件 

            ････青野秀樹会員に決定 

第７号議案 千葉科学大学留学生との交流会の件 

   ････実施する。詳細は新世代委員会が企画する。 

その他 a）会員増強販促物の件 

   ････増強委員会に任せる。 

    b) クラブ事務局の電話番号をNTT電話帳に  

      掲載する件     ････掲載しない。 

 

 

 

 

  会員の記念日  

 

◇ 結婚記念日おめでとうございます。 

  田 中 英 子 会員（３月６日） 

◇ 創業記念日おめでとうございます。 

  有 村 俊一郎 会員（３月１日） 

  越 川 信 一 会員（３月４日） 

 

 

 幹 事 報 告  

 

1. 週報拝受 ････銚子東ＲＣ、波崎ＲＣ、旭ＲＣ、

鹿島臨海ＲＣ 

2. バギオだより 2013 年３月号 VOL.35 

            ････ガバナー事務所 

3. 勝浦ＲＣ50 周年記念式典ならびに記念行事の

御案内        ････ガバナー事務所 

4. 「水からプロジェクト」の御案内 

           ････ガバナー事務所 

5. 地区補助金申請について 

         ････ガバナーエレクト事務所 

6. 2013-14 年度用会報ファイリングカバーなら

びに雑誌「ロータリーの友」用ブックケース

の御案内         ････㈱三毛商店 

7. 入学宣誓式の御案内 ････千葉科学大学 

 

例会変更 

佐原・香取ＲＣ：３月 18 日（月）夜間移動例会 

波崎ＲＣ：３月 14 日（木）→３月 15 日（金）３ 

   クラブ合同例会に振替、点鐘18時半  鹿 

   島セントラルホテル 

  

 授 与 式 

 

◇ 第１回米山功労者 大 里 忠 弘 会員 

◇ 第１回米山功労者 松 本 恭 一会員 

  

 



− 3 − 

 

委員会報告 

 

◇ 親睦活動委員会（石 毛  充 委員長） 

 ４月 21 日（日）横須賀家族親睦旅行、皆様

のご参加をよろしくお願いいたします。 

◇ クラブ情報委員会（高 橋 宏 資 委員長） 

ロータリーの友誌３月号の読みどころについて。 

 

 ニ コ ニ コ  

 

◇ 植田正義 会員 

 １月３日付で谷垣法務大臣より保護司を委嘱

されました。 

◇ 松 本 恭 一 会員 

 ２泊３日鴨川で行われましたライラ研修に若

者２人と参加してきました。大変成長して帰っ

てきた２人の卓話、次回例会を楽しみにしてく

ださい。 

◇ 高 木 浩 一 会員 

 娘の高校受験が無事終了し、四月より２人そ

ろってお山の一年生です。 

 

＜卓話＞ 

≪米山記念奨学生として≫ 
 

               米山奨学生 

              
金 ユ リ さん 
 

去年は私にとって、とて

も有意義な一年でした。 

ロータリー米山記念奨学生に選ばれ、銚子以外の

ところで、様々な人々に出会い、世界への視野が

広がりました。奨学生の面接を準備しながら、日

本に来てから今までの自分のことについて振り

返ってみる機会になり、知らなかった自分のこと

にも気づくことができました。 

しかし、東京での実務実習があったので、ロー

タリー米山記念奨学生としての活動はあまりで

きなかったのでとても残念でした。ロータリーの

方々と会えなかった間に経験したことと、その中

で私が考えたことについて、これから少しお話し

たいと思います。 

病棟実習を行ったときの話です。私は初めて入

院患者さんの服薬指導を行う予定でした。その患

者さんは今まで一度も入院されたことない 40 歳

の男性の方でした。5 年前から糖尿病の症状が見

られましたが、仕事が忙しく、長い時間放置され

ていましたので、かなり糖尿病が進んでいる状態

でした。私が患者さんに伺う前にはすでに医師や

看護師の方から診療や様々な検査をされていて、

かなり疲れているようには見えましたが、服薬す

る前には必ず確認すべき事項があるため、患者さ

んに質問をしなければなりませんでした。 

そこで、患者さんは「医師や看護師にすでに聞

かれたことをなんで実習生に繰り返してまた聞

かれなければならないのか」と怒り始めました。

それでも、薬を用意する前には確認すべきことが

あるので、質問を続けましたが、患者さんに「あ

なたの質問の意味がわからない」と言われました。

自分なりには分かりやすく説明したのに相手に

伝わらなかったのかと思ってかなり落ち込みま

した。指導薬剤師からは「患者さんが初めて入院

された方であり、ただ、タイミングが悪かっただ

けで、服薬指導はできているから心配する必要は

ない」と慰めてもらいました。それでも私はやは

り外国人だから、話が上手く通じなかったのか、

説明の仕方が悪かったのかととても気になりま

した。 

 後日、他の患者さんを受け持つ予定でしたが、

私は昨日の患者さんを担当したいと言いました。

このままでは、逃げてしまうような気がして他の
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患者さんを担当する自信がなかったためです。そ

して、その患者さんに理解してもらうために今回

は分かりやすいグラフや絵を見せながら、今後の

服薬計画を説明しました。昨日よりは機嫌が良か

ったのか、きちんと話を聞いてくれました。それ

から担当する度に、患者さんに実習生としては答

えられないような難しい質問をその患者さんか

らされて、かなり困りましたが、その次の回、指

導のときに患者さんに説明するようにしながら、

指導を続けました。 

 そして、患者さんの退院日になり、退院時の指

導を行うため、患者さんのもとに伺いました。「患

者さんの難しい質問に答えるために、ものすごく

勉強をしていたので、糖尿病に関して深く理解す

ることができました」と患者さんに感謝の気持ち

を伝えました。 

そしたら、患者さんは実習生としてもっと頑張っ

て立派な薬剤師になるように応援すると言って

くれました。そういわれた瞬間、私はとても感動

しました。病院薬剤師がやりがいを感じるときは

自分が担当していた患者さんが元気で退院する

ことになり、感謝の言葉を言われたときではない

かと感じました。最初の指導のとき、もし諦めて

いたら、このような気持ちは味わうことができな

かったと考えました。そして、私は最後の症例報

告会でこの患者さんに関する発表を行い、無事に

実習を終えました。 

私はこの実務実習を通して、とても成長をした

と思います。自分の患者さんを指導することで責

任感を持って、分からないことがあっても、まず、

自分なりに考えてみることを学びました。今まで

の私は分からないことがあったら、深く考えず、

周りに助けてもらうようにしてきました。しかし、

日本に留学してからは、両親や友達から離れて、

新しい環境での生活を始めるようになり、どんな

ことでも一人でしなければなりませんでした。入

学する前には、ひらがなから学び始め、6 カ月し

か勉強してなかったので、最初は学業や留学生活

でかなり苦労しました。私が初めて薬学科に入学

した韓国人でしたので、まだ、先輩もいませんで

した。でも、後から入って来る後輩や大学の韓国

留学生に対するイメージを考えると、絶対諦めて

はいけないと思いました。 

ですから、後輩には自分が知っている限りでは、

できるだけ沢山のことを伝えたり、助けたいと思

っています。後から入って来る後輩たちには辛い

思いをさせたくないからです。 

そのような思いで、5 年間を過してきました。

日本に来て、私が学んだことは、責任感、最後ま

で諦めず頑張ることです。あと残りの一年間、ロ

ータリー米山記念奨学生として、千葉科学大学の

薬学科に入学した初めての韓国人として、見事に

卒業したいと思います。 

 

【出席報告】 

会員総数 40 名 出席計算 38 名 

 出 席：29 名 欠席 9 名 出席率 76.31% 

 欠 席：阿天坊君・石川君・伊東君・越川君・   

     宮内(榮)君・宮﨑君・坂本君・信太君・ 

     杉山君 

 

【Ｍ Ｕ】 

阿天坊君（3/5 銚子東） 

✍ 米山奨学生奨学金終了式及び歓送会（3/2） 

宮内（龍）君 

✍ 大多喜ＲＣ50周年記念例会（3/5） 

金島君・大里君 

✍ 第 36回シニアーＲＹＬＡセミナー（3/1-3） 

松本君 

 

【ニコニコ】 

ニコニコ BOX ￥  6,000 計 ¥ 374,930 

スモールコイン ￥  3,250 計 ¥  48,441 

米山 BOX ￥   − 計 ¥  43,574 

 

３月２０日は祝日のため休会です 

次回のプログラム（３月２７日） 

『 食を通じて地域に活性を 』 

     「膳」女将 

          長 谷 川  政 代 様 

         お弁当：膳（幕の内） 


